


 はじめに 
 
 

財団法人地域創造は、地域で芸術が発展する環境を形成することを目的とし

て、財政支援、研修・交流、情報提供など、様々な事業を展開しています。調査

研究事業は、地域で芸術環境づくりに取り組んでいる方々や私どもが進むべき方

向を探るために、長期的視点を持って芸術環境の現状や課題、分析の枠組みを

把握することを目的に実施しています。 

最近になって、公共ホール・劇場、美術館等の文化施設では、演劇や音楽の

公演、美術展覧会といった芸術鑑賞事業のほかに、芸術を広く地域や市民に結

びつけようとする芸術普及活動が実施されるようになりました。これからの地域文

化施設の役割を考えると、こうした活動の重要性はますます高まるものと考えられ

ます。 

『地域文化施設における芸術普及活動に関する調査研究』では、積極的に活

動を行っている文化施設の現状と課題を把握することで、芸術普及活動の意義

や重要性、将来めざすべき方向性などを「アウトリーチ活動のすすめ」として整理

しました。 

是非この機会に、地域文化施設に携わる担当者をはじめとする多数の方々に

目を通してもらい、これからの地域の芸術文化の振興のための活動として参考に

していただけたら幸いです。 

最後になりましたが、調査の過程でご協力していただいた専門家研究会の委

員や公共ホール・劇場、美術館の方々にはこの場を借りて、深く感謝申し上げま

す。 
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